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 今年もまた、城崎分館のミステリー月間（2018年版）がやってきました。 

「このミステリーがすごい！」（別冊宝島）や「週刊文春ミステリーベスト１０」（文藝春秋社）

「本格ミステリベスト１０」（原書房）、「ミステリが読みたい！」（早川書房）で上位にランキン

グされたミステリーを集めて展示しています。現在予約待ちの本もありますが、この機会に選り

すぐりのミステリーを思う存分味わってください。（次面もご覧ください） 

『屍人荘の殺人』今村 昌弘∥著 東京創元社 

本格ミステリベスト１０    １位 

週刊文春ミステリーベスト１０ １位 

このミステリーがすごい！   １位 

 

『フロスト始末 上・下』 

R.D.ウィングフィールド∥著 

芹澤 恵∥訳   東京創元社 

ミステリが読みたい！     １位 

このミステリーがすごい！   １位 

週刊文春ミステリーベスト１０  ２位 

 

 城崎分館では、読み聞かせや、掲示物の作成、子どもたちの工作補助などをして

いただくボランティアを募集しています。 

 城崎分館がより楽しく地域に貢献できる図書館になるよう、あなたの力をお貸し

ください。 

 詳細は、城崎分館職員にお問い合わせください。 

http://lib.city.toyooka.lg.jp/


 

3 月のテーマ展示  

一般テーマ展 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 児童テーマ展 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月３日は耳の日。今月は、音に関する本を集めました。絵本や物語の中から聞こえてくる音

に耳をすませてみてください。 

『ホワイトラビット』 

伊坂 幸太郎∥著 

『ぽとんぽとんはなんのおと』

E/ﾋﾗ 

神沢 利子∥さく 

平山 英三∥え 

 

 

『はるのおとがきこえるよ』 

E/ｼｴ 

マリオン デーン バウアー∥文 

ジョン シェリー∥絵 

 片山 令子∥訳  

 

『ぼくのいちにちどんなおと?』

E/ﾑﾛ 

山下 洋輔∥文  

むろ まいこ∥絵 

 

 

『ふしぎなオルガン』GY/ﾚｱ 

リヒャルト レアンダー∥作  

国松 孝二∥訳 

 

＜このミステリーがすごい 2018年版＞ 

国内編 

第 1位 『屍人荘の殺人』   今村  昌弘 

第２位 『ホワイトラビット』   伊坂 幸太郎 

第３位 『機龍警察狼眼殺手』  月村  了衛 

第４位 『ミステリークロック』 貴志  祐介 

第５位 『いくさの底』      古処  誠二 

 

海外編 

第１位 『フロスト始末 上・下』   

R.D.ウィングフィールド 

第２位 『13・67』     陳 浩基 

第３位 『東の果て、夜へ』 ビル・ビバリー 

第４位  『湖畔荘 上・下』 ケイト･ モートン 

第５位 『黒い睡蓮』    ミシェル・ビュッシ 

（宝島社） 

辻 村 

 

『機龍警察狼眼殺手』 

 月村  了衛∥著 

『１３・６７』 

陳 浩基∥著 『東の果て、夜へ』 

 ビル・ビバリー∥著 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

一般書 

 

児童書 

書名 著者 書名 著者 

日本風物詩 日仏対訳 ステュウット ヴァーナム‐アットキン イチからつくるチョコレート APLA∥編 

不確かな医学 ムカジー 動物たちは、冒険家! キム トマス 

葬斂屋春秋 辻井 康祐 そうだったのか!しゅんかん図鑑 伊知地 国夫 

一度は行きたい全国の水族館 昭文社 スプーンちゃん 小西 英子 

文豪文士が愛した映画たち 根本 隆一郎∥編 熊とにんげん ライナー・チムニク 

いくさの底 古処 誠二 たくさんのドア アリスン・マギー 

機龍警察狼眼殺手 月村 了衛 マフィー&ジオ空とぶレシピ 石津 ちひろ 

13・67 陳 浩基  いろいろいろんなかぞくのほん メアリ ホフマン 

雪と毒杯 エリス・ピーターズ  西遊記 上・中・下 呉 承恩 

かもたんのほんだな  

 気持ちのいい春の日。きつねのきっこは、いたち

のちいとにいと一緒にたんぽぽをつんで、おばあち

ゃんのところへ行きました。おばあちゃんは、みん

なにごちそうするにんじんスープをにていました。 

 そこへ、かあさんからすが、子どもの具合が悪い

ので助けてほしいとやってきました。なんでも治せ

る山のお医者さんのおばあちゃんは、からすの家へ

走っていってしまいました。スープの番を頼まれた

きっこたちが「おなべ おなべ にえたかな？」とき

くと、お鍋は「にえたかどうだか たべてみよ」と

答えます。そうやって何度も味見をしているうち

に、お鍋の中はすっかりからっぽになってしまいま

した。みんなが困っていると、お鍋が「水をいれて  

くれ」といい始め…。 

 春にぴったりの楽しく温かなお話です。 

 

 

 

 

 小学校最後の春休み、哲夫は浦和からお父さんの故

郷、新潟の長岡までひとり旅をすることになった。そ

れも、新幹線なら１時間で行けるのに、お父さんは「上

越線の沿線風景は日本で一番だから」と各駅停車の切

符をとったのだ。汽車の中で、哲夫は長岡出身という

中年の女性順子と出会い、一緒に旅をすることにな

る。順子と話すうちに突然死んだはずのおじいさんの

声が聞こえたり、汽車が昔の蒸気機関車の車両になっ

たりと不思議なことが起こる。長岡で、お父さんが子

どもの頃に住んでいた家を訪ねると、その辺りにはマ

ンションが立ち並んでいた。ところが、狭い道を入っ

て行くと黒板塀（くろいたべい）の古い屋敷があり、庭に小

さな男の子がいた…。過去の父親や曾祖母と出会うと

いう不思議な体験を通して、自分と向き合い、大人へ

と成長していく少年の姿を描いた心に響く物語。 

。 

こいで やすこ∥さく 

 

『おなべおなべ 

にえたかな？』E/ｺｲ 

 

『哲夫の春休み』Y/ｻｲ 

  
    斎藤 敦夫∥作  

 

  

           



  

城崎文芸館のロビーにある、かわいい木製の本棚が

「小さな城崎図書館」です。無料スペースですので、

どなたでもご利用いただけます。 

 城崎の春といえば、木屋町の桜並木、大谿川に浮か

ぶ花いかだもきれいですね。今月は「桜」に関連した

本を集めました。貸出しはできませんが、城崎文芸館

のロビーで、コーヒーやジュースを飲みながらゆった

り読んでいただくことができます。ぜひ、ご利用くだ

さい。 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３月カレンダー 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

                

                           

 

 

 

     

 

 

 

 

  

  

 

  

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

31 32 33 34 35
    

                            

                                           

 

                

                                                                    

３月の行事 

１０日(土)１０：３０～ 

４歳以上のお子さんを対象に詩や絵

本の読み聞かせ、おはなしやかんたんな

工作をします。 

今月は、「まとあてゲーム」です。み

んなで来てね！  

定員２０名、申込みが必要です。 

 
 

１日(木)１１：００～ 

 ０～３歳くらいの乳幼児と保護者を

対象に絵本の読み聞かせ、わらべうた

あそびをします。 

ことばでつながる楽しい時間をすご

しませんか。ぜひ、ご参加ください。 

 

♪おはなしランド♪ 
ＫＩＮＯＢＵＮ 小さな城崎図書館 

 

ホームページ  スマホ用   携帯用 

本館・他の分館の資料も取り寄せてご利用いただくことができま

す。インターネット・スマホ・携帯電話からでも資料の予約がで

きます。どうぞご利用ください。 

休館日 

イラスト協力 ＷＡＮＰＵＧ  

♪ほっぺとえほん♪ 

『桜を撮る』 

 竹内 敏信∥著 小学館 

  

 

 

東方出版 

 小学館 

♪えほんといっしょ♪ 

『サクラの絵本』 

勝木 俊雄∥編 農山漁村文化協会 

 

１５日（木）１０：３０～ 

 就学前の乳幼児と保護者を対象に絵

本の読み聞かせ、わらべうた、おりがみ

あそびをします。保護者同士の交流の場

としてもご参加ください。 

☆会場は城崎子育てセンターです。 

  

  

 

『サクラハンドブック』 

大原 隆明∥著 文一総合出版 

 

 

東方出版 

 小学館 

http://lib.city.toyooka.lg.jp/opac/wopc/pc/OpacServlet?disp=searchResultDetail&id=00753476

